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	産業ケアマネ　 仕事と介護の両立支援コンサルタント
	片岡 芳美
	略歴
	1981年生まれ。介護業界歴21年。 医療法人・社会福祉法人にて介護職、相談員、介護支援専門員として現場を経験。その後マネジャー職として、最大12事業所（従業員約200名規模）の運営管理、人材採用、育成、定着支援、新規事業立ち上げ（10拠点）担当。介護相談対応延べ5,000件以上。  2024年11月 仕事と介護の両立支援明石事務所 開設。

	活動フィールド
	・仕事と介護の両立支援の制度整備・活用促進 ・仕事と育児（ダブルケア）の両立支援の制度整備・活用促進 ・WLB推進のための啓発活動（仕事と介護の両立） ・課題把握のための調査（仕事と介護の両立体制構築のための社内実態調査）
	実績
	【講師実績】 　仕事と介護の両立支援セミナー（一般/企業） 　　・介護離職しない働き方とは 　　・ダブルケアー仕事と介護と子育ての両立ー 　　・少子高齢社会の在宅介護を乗り切るヒント 　キャリア継続支援研修 【その他】 　ビジネスケアラーへの個別相談対応（仕事と介護の両立）

	保有資格
	・産業ケアマネ ・社会福祉士 ・介護支援専門員 ・キャリアコンサルタント

	企業支援への 想い
	介護業界ひとすじ21年。現場の専門職からマネジャー職として事業運営・新規立ち上げまで、多角的に介護の最前線を歩んできました。 現場で目の当たりにしたのは「仕事と介護の両立」に葛藤し、キャリアを諦めそうになる方々の姿。そしてマネジャー職として痛感したのは、企業の持続的な成長には「働く人の働きやすさ」を守る仕組みが不可欠であるという現実です。 こうした経験から、私は産業ケアマネとして「仕事と介護の両立を支える」企業の伴走パートナーとなり、組織と従業員の双方を支える活動を展開しています。 早急な相談支援を組織として仕組み化すれば、望まない介護離職は必ず防げます。「突然の離職」という経営リスクを未然に防ぎ、大切な人財が将来への不安なく、持続的に活躍できる職場環境づくりを全力でサポートいたします。




